
 

は
じ
め
に 

 
「
幕
末
維
新
」
の
年
代
設
定
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
本
書
で
は
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
か
け
て
の
激
動
期

と
し
、
そ
の
間
に
書
か
れ
た
小
岩
井
家
文
書
の
中
の
「
御
用
留
」
に
触

書
・
回
章
を
加
え
た
計
五
五
編
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

最
初
の
編
は
、
開
国
後
一
三
年
経
っ
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月

に
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
将
軍
の
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
弟
の
昭
武
が
御

三
卿
清
水
家
を
相
続
す
る
文
書
で
す
。
そ
の
年
の
一
〇
月
に
は
将
軍
慶
喜

が
大
政
奉
還
を
上
奏
、
翌
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
に
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
が
起
こ
り
、
二
月
に 

新
政
府
の
東
征
軍
が
東
海
道
を
江
戸
に
向
か
っ
て
進
軍
し
ま
す
。
こ
の
と

き
の
様
子
は
、
戸
塚
宿
の
定
助
郷
で
あ
っ
た
小
岩
井
家
の
文
書
に
も
遺
っ

て
お
り
、
本
書
で
は
詳
述
し
た
編
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

           

  

四
月
に
は
江
戸
城
が
開
城
さ
れ
、
接
収
さ
れ
た
神
奈
川
奉
行
所
は
横
浜

裁
判
所
か
ら
神
奈
川
裁
判
所
を
経
て
神
奈
川
県
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
九
月
に
明
治
と
改
元
さ
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
藩
籍
奉
還
に

至
り
ま
す
。 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
鍛
冶
ヶ
谷
村
で
は
助
郷
人
足
の
供
出
、
兵
賦

金
納
、 

農
兵
稽
古
、
官
軍
下
向 

時
の
動
員
な
ど
、
負
担 

の
大
き
い
村
政
運
営
を 

余
儀
な
く
さ
れ
、
明
治 

三
年
（
一
八
七
〇
）
の 

定
免
切
替
時
の
請
願
ま 

で
を
本
書
に
収
録
し
て 

い
ま
す
。 

  

 


